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The Villa Medici at Castello is located in the hilly region northwest of Florence, on 
the southern slopes of Mount Morelli. In 1537, Cosimo I de’ Medici, newly appointed as 
Duke of Florence, commissioned the architect and sculptor Niccolò Tribolo to redesign 
the whole estate. The main garden was laid out along a north-south central axis, with 
fountains and sculpture, labyrinth of evergreens, and orange and pomegranate trees 
were planted along the surrounding walls. A grotto and a fishpond with sculpture were 
created further north, a giardino segreto with a fountain on the west side, and a tree 
chamber with giocchi d’acqua in the meadow to the east. Every element in the garden 
was set in accordance with an elaborate allegorical program, in order to glorify the 
reign of the Medici, which was to bring a new era of peace and prosperity to the 
Florentines.  
The purpose of this paper is to reconsider the architectural design and layout of the 
garden of Castello, to reexamine its constituent elements—fountains, sculpture, grotto 
and plants—and to verify whether its signification could be reduced solely, as assumed, 
to the elaborately worked out allegorical program glorifying the prosperous and 
promising ruling family of Florence. 
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１．はじめに 
 
メディチ家の Castello のヴィラは、フィレンツェの西方約 5.5キロ、Prato へむかう街
道 via Reginaldo Giulianiより少しのぼったところにある。そこはMonte Morelliという
丘の麓で、アルノ川から約 3.2キロ、土地は標高 70メートル前後の南傾斜である。 
この区域は小高い丘がゆるやかに連なり、14世紀頃から貴族の館が建てられるようにな
ったところである。付近にはメディチ家のPetraiaやCareggiのヴィラのほか、Villa Corsini, 
Villa La Quiete, Villa Belliniなど数々のヴィラが残っている。Castelloという地名は、古
代にこの土地に貯水槽（ラテン語で《castellum》）があり、そこに 12,3 世紀に城砦が築
かれたことに由来するという1。またVasariはCastelloから 400 メートルほど離れた
Castellinaの丘から、水道橋で庭の噴水や池のための水を引いたと記している2。 
カステッロのヴィラは、1477 年にメディチ家の弟脈の、Lorenzo(1463-1503)と
Giovanni(1467-1498)の兄弟が、従兄であり後見人でもある兄脈のLorenzo Il Magnificoの
示唆により、Andrea della Stufaから買い取った。1477年 5月 17日の購買証書には、地
所が詳細にわたって記されている。それによると、狭間のある中世風の館のほか、館の西
側に橙の木のある花壇、南側に橋のかかった池、北側に塀に囲まれた庭があり、そこには
ブドウや果物の木、鶏小屋、井戸、花壇があった。さらに周囲にはオリーヴ園、ブドウ園、
菜園、農家が 2 軒、鳩小屋、そしてアルノ川に下っていく道に出る門の両側に泉が一つず
つあった3。これはVasariがカステッロの大改造計画以前の状態を記している文章とほぼ一
致している。4。 
先述のGiovanniの孫にあたるCosimo(1519-1574)が、1537年にCosimo I世としてフィレ
ンツェ大公になると、さっそくカステッロの大改造計画に乗り出し、Niccolò Tribolo5に設
計を依頼した。こうしてヨーロッパ庭園史上はじめてといわれる、綿密なプログラムに基
づいた庭園が誕生することになる。カステッロの庭園はその後それほど大きな変化をこう
むることなく今日にいたっている。 
本稿では、カステッロの庭園のデザインと構成要素について詳細に見た上で、この庭園
の表現しようとする意味について、多くの研究者が提唱するような、メディチ家の賞揚を
目的とする象徴的プログラムに還元できるのかどうか検証することにしたい。 
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図 1 カステッロ：北側の主要庭園 
 
 
２．Triboloの設計図 
 
まずVasariの記述をもとにして、カステッロの庭に関するTriboloの計画について見てみ
る。図 2は現在のカステッロのプラン、図 3はVasariの記述によるTriboloの設計図、図 4
は 1598/99年頃にフランドル出身の画家Giusto Utensが描いたカステッロの半円壁画であ
る。このほかに、1580年 11月 23日と翌年の 6月 22日にカステッロを訪れたフランス人
Montaigne
モ ン テ ー ニ ュ
の『旅日記』が重要な資料となる。これらの図とVasariの記述6およびモンテー
ニュの記述とを比較対照させながら見ていくと、Triboloの計画のうち、実現された部分と
されなかった部分がはっきりしてくる。 
 
図 2 現在のカステッロの平面図 
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Triboloは、南傾斜の土地の、元からの地割をほぼ踏襲する形で庭の設計を行った7。まず
館の南側の池の真中の橋からまっすぐプラート街道に下っていくクワの並木道を、さらに
アルノ川まで延長しようと考えた。そして道の両側に細い水路を設け、そこに魚やエビを
放そうとした。（だが水路(26)は片側しか実現されなかった。Giusto Utensの絵には、画
面手前に二つの池(25)が見える。） 
 
図  Vasariの記述による Triboloの設計図 
 
3
 
図 4 カステッロ：Giusto Utens の半円壁画 
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2. アペンニヌスの池 
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4. アシナリオ山 
5. ファルテローナ山 
6. ロッジア 
7. 春 
7’. 冬 
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11. 寛容 
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13. 叡知（高貴） 
14. 言語（科学） 
15. 勇気 
16. 武器 
17. 憐憫 
18. 平和 
19. 正義 
20. 法 
21. ウェヌスの噴水 
22. ヘラクレスの噴水 
23. giardino segreto 
24. あずまや 
25. 池 
26. 水路 
メディチ家のヴィラの庭園 
塀で囲まれた北側の主要庭園には、庭の四隅にロッジア(6)をつくろうとした。（これら
のロッジアは結局つくられなかった。）館に隣接する草原から階段で壇にのぼるようにし、
そこにヘラクレスの噴水(22)をつくった。その上の緑の迷路の中央には、ウェヌスの噴水
(21)をつくった。（Giusto Utensの絵には両方の噴水が見える。モンテーニュはヘラクレ
スの噴水に言及している その北側には、現在は残っていないが、庭の中にもう一つ壁
（Giusto Uten この壁に設けられた壁龕には、Arno川(8)とMugnone
川(9)の像が置かれた。この二つの川の寓意像は、それぞれの水源であるMonte Falterona(5)
とMonte Asinario(4) 4,5 は実現されなかった。
はつくられたが、失われてしまった）さらに庭の東西の壁に沿って、Be
助言により、 （こ
の計画は実現しなかった。だがGiusto Utensの絵では、壁に設けられた壁龕が見える。）
それによると、庭の四隅に春(7)、夏(10)、秋(10’)、冬(7’)の四季の寓意像が立てられるとい
うことだった。東側の壁には、コジモ大公が持ち合わせ、メディチ家の偉大さをあらわす
徳である、寛容(11)、叡知（高貴）( 、憐憫(17)、正義(19)の像を配する計画
だった。Triboloは、これらの像を具体的にはそれぞれの徳を体現しているメディチ家のメ
ンバーの像、すなわち正義－コジモ大公、憐憫－大ジュリアーノ、勇気－ジョヴァンニ公、
高貴－大ロレンツォ、叡知－コジモ・イル・ヴェッキオまたは教皇クレメンテVII世、寛容
－教皇レオX世にすることを考えていた。そして西側の壁にはこれらと対応するように、メ
ディチ家が擁護する芸術(12)、言語（科学）(14)、武器(16)、平和(18)、法(20) 像が
立てられることになっていた。 
庭の中の現在は存在しない壁の中央には、扉がつくられ、その両側に口から水を噴き出
す大理石の子どもの像がつくられることになっていた。さらに庭の北側の塀の中央には洞
窟(3)がつくられた。（Vasariは洞窟についてはこれ以上詳しく記していない。モンテーニ
ュは洞窟の中の動物について「あらゆる動物が本物とそっくりに模造されており、くちば
し、翼、爪、耳、鼻面からそれぞれ泉水が噴出している 」と記している。） 
この庭の北側にさらにもう一つ塀で囲まれた庭がつくられた。そこにのぼるために両側
に数段の階段が設けられている。（Giusto Utensの絵参照）ここは北側に山があるため、
風があたらないので、オレンジ園がつくられることになっていた。また糸杉、クワ、イチ
イ、月桂樹といった樹木が規則正しく植えられていた。（Giusto Utensの絵参照）この庭
の中央に池(2)がつくられた。（VasariはAppenninoの像については言及していない。モン
8。）
があった。 sの絵参照）
の像と対を成すようになっていた。（ 8,9
nedetto Varchiの
メディチ家の賞揚および自然を主題とする彫像が配置される計画だった。
13)、勇気(15)
の寓意
9
－193－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 16号 2005.03 
テーニュは 1580年 11月 23日に訪れた際に､池の中の小さな島に配置されたAmmannati
作のアペンニヌスのブロンズ像を見たことを記している10。）土地が北端で鋭角を成して
いたので、そこにロッジア(1)がつくられる計画だった。（これは実現されなかった。）こ
の地点からは館、噴水、庭、さらに周辺の田園地帯、ポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラ、
フィレンツェ、プラート、シグナの町が見渡された。 
Triboloはさらに館の西側の小さな薬草園に、大理石の水盤と医学の神アスクレピオスの
像を配した噴水(23)をつくろうとしていた11。（水盤は完成されたが、彫像は試作が終った
段
水－ウェヌスの噴水－洞窟－アペンニヌスの池によって庭の中心軸が形成され、
こ
刻、洞窟、植物について順に見ていくことに
す
階で製作が中断された。）館の東側の草原には、ツタのからまった大きなカシの木に、
木製の階段でのぼっていくtree chamberがつくられた。そこには大理石のテーブルが置か
れ、椅子の背の部分は緑の葉でつくられていた。さらにツタに隠して銅管をはわせ、giocchi 
d’acqua、すなわち一休みをしている人々の不意をついて突然細かな水しぶきがとんでくる
ようなしかけがつくられた。（モンテーニュはこのtree chamberに言及している。また
Vasariは記していないが、モンテーニュはカステッロの庭にはさらに木の枝でつくられた
メディチ公の紋章や、時間がなかったので聞けなかったが、水の音楽があったと記してい
る12。） 
Triboloの計画の概要は以上のようになる。ここではっきりとしていることは、まずヘラ
クレスの噴
れに対して左右対称になるように花壇、植え込み、樹木、壁龕が配置されていることで
ある。また、北側の主要庭園のつきあたりで、「ここからは館のみならず、周囲の平野が
フィレンツェまで見渡される」、あるいは、第二の庭園の北端にロッジアをつくるという
ところで、「この地点からは、館、噴水、庭、そして周囲の田園一帯が、ポッジオ＝ア＝
カイアノのヴィラ、フィレンツェ、プラート、シグナまで見渡された」とあるように、眺
望が重視されていることである。さらに、館の南側のクワの並木道が「心地よい木陰をつ
くる」、あるいは北側の庭は「館が南側にあるとは思えないほど日当たりがよい」という
ように、日照についても考慮されている。 
このように Vasariの記述をもとにして、Triboloの庭の設計図の概要をつかむことがで
きた。次に庭の構成要素、すなわち噴水、彫
る。 
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３．噴水と彫刻 
庭のプランが全体的に把握できたところで、まず庭の主要な構成要素である噴水と彫刻
について見てみることにする。すでに述べたように、ヘラクレスの噴水、ウェヌスの噴水、
ア
図 5
の部分の施工は Tribolo自身あるいはその弟子が行った。この
噴水は下から順に①～⑦の構成要素より出来上がっている。以下にそれぞれについて簡単
に
。この水盤に、ウェヌスの噴水の水をはじめ、主要な導管の水がすべて流れ
むようになっていた。 
。 
6メートル） 
 
ペンニヌスの池を結ぶ線は、庭の中心軸を成し、トスカーナ地方の山と川をあらわす噴
水が、この中心軸に対して左右対称に配置されることになっていた。ここではこれらの噴
水のデザインと意味について見ていくことにしたい。 
 
１）ヘラクレスの噴水13
図 5 カステッロ：ヘラクレスの噴水 
は現在のカステッロの庭に立つヘラクレスの噴水の写真である。噴水全体のデザイ
ンは Triboloによるが、個々
説明する。 
 
① 水盤（八角形） 
Triboloの作
込
② 柱脚（八角形） 
八角形の角に、プット（子どもの像）がひとりずつ、さまざまな姿勢で腰かけている。8
人のプットは Triboloの作
③ 円い水盤（直径約
縁から水が細かな雨となって均一に流れ落ちる。そのため②の 8 人のプットは、「雨宿
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りを楽しんでいるように見える14」。この水盤の上には、ブロンズ製の 4 人のプットが
は、この噴水を中心にして庭を十字型に区切ってい
④
で汲
れたものである。プットの上には渦形装飾があり、さらにその上には怪人面の
⑤
ら角でぶら下がっている。 
⑦
スはギリシアの英雄で、力、勇気、忍耐で知られる。アンタイオスは海神ポセ
まれた巨人。アンタイオスは体が母である大地に
ヘラクレスが空中に抱えあげて絞め殺した。
寝そべっている。この 4 人のプット
る四つの園路と相対するように置かれている。4人のプットは、Triboloの計画をもとに、
弟子Pierino da Vinciが模型をつくり、Zanobi Lastricatiが鋳造した。制作年代は、
PierinoがTriboloの工房に入ったのが 1542年、ローマついでピサに移ったのが 1546年
であることから、1542年から 1546年の間とされている。Pierinoの後に代ってAntonio 
di Gino Lorenzi(1544-1583) が Tribolo の 工 房 に 入 り 、 兄 の Stoldo di Gino 
Lorenzi(1534-1583)も、Zanobi Lastricatiとともに、この大噴水を完成させた。 
 柱脚 
4 人のプットが立ってガチョウの首をしめつけ、ガチョウのくちばしから水が出るよう
になっている。この水は、緑の迷路の主要な導管から流れてきた水が、この高さま
み上げら
装飾がほどこされている。 
 円い水盤 
③の水盤よりさらに小さい。水は⑤から③へ、③から①へと流れ落ちる。この水盤には
ヤギの頭が四つ、水盤の縁か
⑥ 柱脚 
プットの彫刻がほどこされている。 
 ヘラクレスとアンタイオスの彫刻 
ヘラクレ
イドンと大地の女神ガイアとの間に生
触れている間は無敵であったが、
Bartolomeo Ammannati15作のこの彫刻では、ヘラクレスがアンタイオスを持ち上げ、
渾身の力をこめて締めつけているところが表現されている。この彫刻は、Triboloがデザ
インし、Montorsoliが 1538年以前に模型をつくっていた。彫刻の台座は 1552年 8月に
立てられた。Triboloの死後、Vasariが仕事を引き継ぎ、再度模型をVincenzo Dantiに依
頼した。その後Bartolommeo Ammannatiが 1558年 10月から 1559年 7月にかけて、
現在残るブロンズ像を完成させた16。（現在彫刻は修復のため、庭から移されている。） 
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図 6は現在ペトライアのヴィラの庭に立つウェヌスの噴水の写真、図
ッロの庭におけるウェヌスの噴水の立っていた位置がわかる写真である。 
o de’ Mediciの
A
壁と、それと平行して少し手前に位置していた、現在は失われて
いる壁に、中心軸に左右対称になるように二つずつ壁龕を設け、各々にMonte Falterona(5), 
M
）ウェヌスの噴水 
図 6 ペトライア：ウェヌスの噴水 
 
図 7 カステッロ：ウェヌスの噴水の位置
7は現在のカステ
「海から上がるウェヌス」Venus Anadyomeneの噴水は、水盤と柱脚の下半分が 1545
年に、上半分は 1552年に立てられた17。Vasariによると、水盤はOttavian
ntellaのヴィラから運ばれてきた大理石でつくられている。Triboloはこれにプットと花綱
の彫刻をほどこした。柱脚にはプットと、口から水を噴き出す怪人面の彫刻がほどこされ
たが、プットの彫刻はPierino da Vinciの作とされる18。Triboloは噴水の上に立てるブロン
ズ像の模型をつくった。それは濡れた髪の毛をしぼっている、高さ約 1.8 メートルの美し
い女性像で、フィレンツェを象徴している。実際のブロンズ像は、1570 年頃に
Giambologna19が鋳造した。（1580年に訪れたモンテーニュは、この噴水に言及していな
い。噴水と彫刻は 1788年に近くのVilla Petraia20の庭に移され、現在噴水は庭に、彫刻は
室内に置かれている。） 
 
３）山と川の寓意像 
 
Triboloは、庭の北側の
onte Asinario(4), Arno(8), Mugnone(9)（図 3 参照）の像を配置する計画を立てた21。
Asinario山の像は、老人の姿で、髭からしたたる水が足もとの水盤に流れ落ちるようにつ
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くられる予定だった。その水は、かつて存在していた壁の下を通り、Mugnone川の像の肩
にのせられた水瓶に流れ込むようにすることになっていた。灰色の石でつくられ、美しく
装飾されたMugnone川の像は、石灰石でおおわれた壁龕に置かれていた。片方の肩に置い
た水瓶の水を水槽に流し込み、もう片方の肩を地面につけ、左脚を右脚の上に交叉させて
いた。Mugnone川の後には、Fiesole
フィエーゾレ
を象徴する女性像が置かれていた。Fiesoleの像は、
古くからこの都市のシンボルマークとされてきた月をもっていた。壁龕の下には、二頭の
ヤギに支えられ、怪人面や花綱で飾られた大きな水盤が置かれていた。ヤギはコジモI世の
シンボルマークの一つである。Arno川の像は、横臥の姿勢で、ユリをもつマルゾッコ（中
世フィレンツェ共和国の紋章に描かれている、ユリのついた盾を支えてうずくまるライオ
ン）と並んで置かれていた。MugnoneとFiesole、ArnoとFirenzeを表すマルゾッコが並べ
て置かれていたのは、Arno川はFirenzeに、Mugnone川はFiesoleに、それぞれ水をもたら
すことを表していた。下の水槽は、Mugnone川の場合と同様、ヤギと怪人面、花綱で飾ら
れていた。そしてやはりMugnone川の場合と同様に、Arno川の像の手にする水瓶には、
Falterona山の噴水から流れてくる水が流れ込むことになっていた。Mugnone川の水源は
Asinario山に、Arno川の水源はFalterona山にあることを表すためである。 
だが実際にはAsinario山とFalterona山の像はつくられなかった。Mugnone川とArno川
の像は、Tribolo自身により、灰色の石（pietra bigia）でつくられたが、失われてしまった
22
すと、地面のあちこちから細かな水があがり、庭を見に来た人びとがびし
ょ
inoの池 
asariは、Triboloのデザインで北側の庭に「美しい池24」がつくられることになってい
置かれるブロンズ像については言及していない。Wilesによると、
A
。現在まで残っているFiesoleの像は、FirenzeのMuseo Nazionale di Bargelloの所蔵と
なっている。 
Vasariはさらに、Arno川とMugnone川から流れる水を集め、地面の中に銅管を埋め込ん
で、蛇口をまわ
ぬれになるようなしかけを作った。モンテーニュは、このような水のしかけについて記
している23。 
 
４）Appenn
V
たと記すのみで、島の上に
ppenninoの像は、模型が 1563年 11月に出来上がっており、ブロンズ像そのものが島に
据えられたのは 1565 年春ということである25。Ammannatiは、この山の寓意像をがっし
りとした体格の、髭を生やした老人が、崖の上で背中を丸めながら寒さにふるえている姿
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につくった。この像は噴水になっていて、頭の上から水が噴き出し、その水が肩や背中を
伝って池に流れ落ちるようになっている。Giusto Utensの絵にも描かれており、モンテー
ニュは次のように記している。「岩の上には大きなブロンズ像がある。年老いて白髪の男
が腕を組んで腰かけている形だが、その髭や額や髪の毛から絶えず水が滴り落ち、さなが
ら汗し涙しているかのようだ26。」 
 
図 8 カステッロ：アペンニヌスの像 
と呼ばれる方形の池の中に、小さな丘状の島あるいはWilesは、vivaio rocaille（岩石や
貝殻の装飾をほどこした）の島をつくり、そこに噴水を兼ねた彫刻を据えたものを、rustic 
islandと呼び、16世紀のトスカーナ地方に特有のものだとしている。そしてカステッロの
庭
と、
庭
の、アペンニヌスの像を据えた島を、rustic islandの典型的な例だとしている。 
このように、ヘラクレスの噴水、ウェヌスの噴水、山と川の寓意像、アペンニヌスの池
を見てきた。これらの噴水の成す直線を中心軸とするカステッロの庭は、実は綿密に計算
されたプログラムに基づいて設計されたものであることがわかっている。それによる
はフィレンツェのアレゴリーとされ、庭のあらゆる構成要素は、フィレンツェやトスカ
ーナ地方、そして庭の設計依頼者であり、フィレンツェの支配者であるメディチ家の賞揚
に結びつけられている27。たとえば北側の主要庭園は塀をめぐらされているが、それはコ
ジモI世がトスカーナ地方を守る城砦や城砦都市を境界沿いに築いたことを象徴的に表す。
またPiero da CascianoとTriboloが水道橋でCastellinaやPetraiaから水を引いて、庭の中
に水道網をつくったが、それはトスカーナ地方に大規模な水道網がつくられたことを暗示
する。Falterona山、Asinario山、Mugnone川、Arno川、Appenninoは、メディチ家が支
配するフィレンツェとトスカーナ地方の自然を表す。Benedetto Varchi のアレゴリーはよ
り直接的で、メディチ家のメンバーの彫像がそれぞれにふさわしい徳を表現するようにし、
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その後重要なモチーフとなる四季の寓意像を取り入れた。 
だがここから読み取られるのは単に地理的なアレゴリーだけではない。古代のモチーフ
を用いた彫刻により、古代神話の思想が庭の構成要素に反映されている。たとえばウェヌ
スの噴水では、女性像はフィレンツェを象徴することになっているが、同時に豊穣の女神
ウ
平和な時代を築くという展望を表し
て
つ
ェヌスとも重ね合わせられている。庭の中でArno川の噴水から流れる水が、ウェヌスの
噴水に流れ込むことで、Arno川の水によってフィレンツェが潤い、同時にフィレンツェと
ウェヌスが重ね合わせられることで豊かさがもたらされることを暗示している。また次に
詳しく述べる動物の洞窟の内部には、当初の計画では動物ではなく、牧羊神パンと海神ポ
セイドンの像が置かれることになっていた28が、これは反乱を鎮める、平和をもたらすと
いうテーマと結びついている。パンはシュリンクスという楽器を奏で、獰猛な動物たちを
鎮め、ポセイドンは荒々しい海の波を制御する。Confortiによれば、パンはメディチ家の
文化政策を、ポセイドンはメディチ家の海上政策を象徴的に表すと見ることができる。コ
ジモが、文化面ではアカデミーをつくり、フィレンツェ大学やピサ大学の整備を行ったこ
と、海上ではジェノヴァと競合していたフィレンツェが、ティレニア海での優越を確立し、
フィレンツェ艦隊を強化し、リヴォルノとコスモポリを築いて沿岸の防衛を強化したこと、
をそれぞれ表していると解釈することができる29。 
またヘラクレスの噴水では、ヘラクレスは大地の女神を母とする巨人アンタイオスを、
渾身の力を込めて屈服させる。こうしたモチーフは上記の例と同様に､メディチ家が反対勢
力を鎮め、トスカーナ地方の支配者となって、新しい
いる。そして自らを古代神話の英雄になぞらえることは、政治的なアレゴリーにとどま
らない。そこにはコジモI世自身が人間なら誰しも持っている欠点や短所を精神力で克服し
た、陶冶された人格の持ち主であるというモラリスティックな意味もこめられている30。 
これに関連してもう一つある出来事に言及する必要がある。コジモがフィレンツェ大公
に就任した 1537 年 1 月 9 日は、冬の最中であったが、その年はまるで春が早く来たよう
な暖かな天候だったという。この偶然の「早春」は、春のアレゴリーを生むことになった。
まり、コジモの登位と同時に春のような暖かい天気が訪れたことは、メディチ家の支配
により、フィレンツェがきびしい冬の時代を終え、政治的に安定して、文化的に豊かな時
代を迎えようとしている、という解釈である。コジモの支配によりウェヌスの庇護のもと
にフィレンツェに永遠の春、新たなるアウグストゥスの平和が訪れる、という展望が示さ
れている。こうしてフィレンツェーウェヌスー春というアレゴリーの系譜が生み出される
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ことになる。ここでコジモは自らを、古代ローマに安定した平和な時代をもたらし、文化
の振興で讃えられる皇帝アウグストゥスになぞらえている。アウグストゥスは､自らの先祖
であるアエネアスを通じて血筋のつながる女神ウェヌスに敬意を表するため、紀元前 4 世
紀のイオニアの有名な画家Apelles作の『海から上がるアフロディーテ』（Aphrodite 
Anadyomene）の絵を､父ユリウス・カエサルが建てたローマのウェヌス神殿に移させた31。
この故事に依拠して、コジモもすでに所有していたボッティチェルリ作の二点の絵画『春』
と『ウェヌスの誕生』をわざわざカステッロのヴィラに移している。『春』の絵の中のウ
ェヌスは、画面中央におちついた様子で立つ女性として描かれているが、クピドの放つ矢、
ゼフュロスの激しい動き、フローラの生み出す花の豊穣さをすべて調和して、バランスと
秩序をもたらす役目を果たしている。これはコジモの支配が、内乱を鎮め、反対勢力をな
だめて、フィレンツェに平和と秩序をもたらすことを暗示する。 
このような綿密な象徴的プログラムが庭の設計に取り込まれたのは、ヨーロッパ庭園史
上はじめてのことであるという32。そしてTriboloはこのように一貫した象徴的な庭園プロ
グラムを構想したはじめての人だったとされている。建築がステータス・シンボルとなり、
政
中になっていたという。そ
う
治的意図を反映するようになったのはしばらく前からのことであった33が、ここで庭園
がはじめて政治的なプロパガンダの効果的な媒体となった。庭は個人的に見て愉しむもの
というよりも、多くの人に見られて初めて意味を持つものになりつつあった。都市生活の
喧噪と煩わしさを逃れて静かな自然に触れて自分を取り戻す場というよりも、政治的主張
を行い、権力と栄誉を誇示する社会的な場となりつつあった。この伝統はイタリアでは十
分に根づかなかったが、後にフランスにおいて受け継がれ、ルイXIV世の時代にヴェルサ
イユ宮殿の庭園という典型的な例を生み出すことになる34。 
もう一つカステッロの庭について興味深いことは、Châtelet-Langeもいうように、庭の
中に古代彫刻が一つも使用されていないことである35。この時代には王侯貴族は競って古
代彫刻を購入し、それを庭園のロッジアや壁龕に飾ることに夢
することで、人文主義的な教養を誇示できるだけでなく、一家の栄誉ともなるからだっ
た。しかしCosimoはこの伝統に与せず、同時代の芸術を擁護した。当時のすぐれた彫刻家
を起用し、作品をつくらせ、それを庭園装飾に用いている。これはメディチ家の文化政策
の重要な一面ととらえることができると思われる。 
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４．動物の洞窟 
物の洞窟は、主要庭園の北側の壁の中央につくられた。その後入口は新古典主義様式
につくりかえられ、両側にドーリス式円柱と角柱が、エンタブラチュアの上には欄干が設
けられた。（図 9）内部はほぼ正方形で三方に壁龕が設けられ、入口正面の壁龕が最も奥
行
）Triboloは洞窟を、両側に壁龕を設けるという美しいデザイ
ン
obi 
La
動物が 10種、残りの 12種はウシ、ウマ、ク
マ
れていない。 
 
動
き深くつくられている。この三つの壁龕には、地元の動物やエキゾティックな動物が、
ヴォルト型の壁龕の形になじむように、全体がほぼ三角形におさまるように、段々に配置
されている。（図 10-12） 
Vasariはこの洞窟についてあまり詳しく述べていない。「山に相対する側の壁の中央に、
洞窟がつくられ、そこから流れる水を三つの水盤が受けるようになっていた。・・・（ペ
トライアから水が引かれると
をもとにつくりはじめた36。」と述べるにとどめている。Confortiは、これはVasariが当
初の計画を大きく変更してしまったためだとしている37。すでに言及したように、当初は
壁龕の一つには、シュリンクスを奏でる牧羊神パンが水と野獣を鎮めている場面、もう一
つの壁龕には、三叉のほこを手にした海神ポセイドンが置かれることになっていた。 
動物は、さまざまな色の石からつくられている。彫刻を受け持ったのは、Antonio di Gino 
Lorenziではないかとされている38。また洞窟の壁は、鍾乳石でおおわれ、天井には貝と石
のモザイクで仮面の模様がほどこされている。（図 13）こうした洞窟の装飾は、Zan
stricatiが担当したと考えられている39。 
各々の壁龕に配置されている動物は表 1の通りである。識別できる動物は 22種で、その
うちキリン、ゾウ、ラクダ、サイ、ライオン、ガゼル、ヒョウ、サル、水牛そして一角獣
といったエキゾティックなあるいは想像上の
、イヌ、ヒツジ、イノシシ、ウサギ、イタチ、ヤギといった農場のあるいは狩りの動物
である。動物の上方には、Giambologna作のブロンズ製の鳥が配置されていた。（それら
は現在 Palazzo Pittiに移されている。）また下の水盤には、魚や貝や甲殻類の浮き彫りが
ほどこされている。 
表 1 の動物をさらに詳しく見ていくと、三つの壁龕のすべてに現れている動物はヤギと
イヌで、二つの壁龕に現れている動物はガゼル、サル、雄牛、ウマ、シカ、残りの 15種の
動物は一回ずつしか現
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図 9 動物の洞窟の入口 
図 10 動物の洞窟：一角獣の壁龕 図 11 動物の洞窟：麒麟の壁龕 
図 12 動物の洞窟：駱駝の壁龕 図 13 動物の洞窟：天井部分  
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 一角獣の壁龕（中央） 麒麟の壁龕（左） 駱駝の壁龕（右） 
ゾウ ○   
水牛 ○   
ガゼル ○ ○  
一角獣 ○   
ライオン ○   
サイ  ○  
キリン  ○  
サル  ○ ○ 
ラクダ   ○ 
エキゾ 
ティック
な動物 
ヒョウ   ○ 
ヤギ ○ ○ ○ 
イヌ ○ ○(2) ○(2) 
雄牛 ○  ○ 
ウマ ○  ○ 
雄ヒツジ ○   
ヒツジ  ○  
クマ  ○  
ウサギ  ○  
イタチ  ○  
オオカミ  ○  
イノシシ   ○ 
地元の 
動物 
シカ   ○(2) 
水盤   魚 貝、甲殻類 
表 1 動物の洞窟：動物の種類 
ヤギが三回とも表されていることから、重要な図像であることは推測できる。ヤギは、
ヘラクレスの噴水の水盤と、FiesoleとMugnoneの噴水の下の水槽にも登場していた。これ
はヤギがコジモI世のシンボルマークだったためと考えられる。イヌも三回表されているが、
イヌは動物の中でつねに下の方の位置に置かれている。それに対してヤギはイヌよりもつ
ねに高い位置に置かれている。Châtelet-Langeは、白大理石で彫られた一角獣が、中央の
壁龕の中で動物たちの頂点に躍動感をもって置かれていることから、一角獣を重要なモチ
ーフと考え、その図像の意味について考察している。その概要を説明すると以下のように
なる40。一角獣は水を清めるという伝説がギリシア以来伝えられており、また 16世紀のフ
ランドル・オランダ絵画では、一角獣がしばしば楽園の絵の中に描かれている。Triboloは、
山や川の寓意像を庭の中に置くことで、フィレンツェをlocus amoenus（楽園）として象
徴的に表現し、Benedetto Varchiは徳を体現する彫像を配置することでメディチ家の賞揚
を表そうとした。一角獣は、楽園の水を清めるように、カステッロの庭でフィレンツェに
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潤いをもたらす川の水源に立ってその水を清め、そうして清められた水がフィレンツェを
表すウェヌスの噴水に流れていく。これはフィレンツェの人々が野蛮と欠乏から解放され、
徳高いメディチ家の支配により新しい黄金時代がもたらされることを象徴的に表している。
このようにChâtelet-Langeの説は、Confortiも提唱する政治的プロパガンダの媒体として
の庭という解釈と同じ方向性を示すものである。 
このような解釈もたしかに一方では成り立つにちがいない。白大理石で彫られた一角獣
が目立つ位置に据えられていることは否めない。だが一角獣以外に 20種あまりの動物が表
されており、一角獣のみの象徴的な意味だけで動物の洞窟を全体的に説明することはでき
ないと思われる。動物の洞窟で何よりも注目すべきことはむしろ、陸の生き物、空の生き
物、海の生き物がともに実にリアリスティックに表現されているということではないだろ
うか。 
動物の洞窟のより広範な解釈のためには、カステッロ以前につくられたメディチ家のヴ
ィラの庭園を振り返って見ることがよい示唆を与えてくれるだろう。ポッジオ＝ア＝カイ
アノのヴィラでは、ライオン、ラクダ、キリン、ヒョウ、競走用のアラビア馬が飼われて
いたことが知られている41。そのような動物の中にはポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラの
大広間の壁画の中に描かれたものもある42。カステッロの動物の洞窟でも、メディチ家の
ヴィラで実際に飼われていた動物がモデルになったということは十分に考えられる。また
エキゾティックでない動物については、ウシ、ウマ、ヒツジ、ヤギは農場で飼われている
動物であり、シカ、イノシシ、そしてイヌは狩りでなじみのある動物であり、オオカミ、
ウサギ、イタチは森に棲む動物である。このほか、鳥や魚、貝、甲殻類も実にリアリステ
ィックに表現されている。Terry Comitoは、ルネサンス期におけるcollector’s passion43（収
集家の情熱）ということを述べているが、Giovanni di Cosimoはフィエーゾレのヴィラの
庭でバラの栽培をしてさまざまな品種を集めており、またナポリからザクロや柑橘類の木
を取り寄せていた44。Lorenzo Il Magnificoはカレッジのヴィラに植物園をつくり、ポッジ
オ＝ア＝カイアノのヴィラでは、エキゾティックな動物を集めた個人的な動物園をもって
いた45。こうしたことを考え合わせると、カステッロの動物の洞窟は、地元の動物や珍し
いエキゾティックな動物をできるかぎりリアリスティックにとらえよう、できるだけ正確
に再現しようというルネサンスの人間精神の表れではないかと思われてくる。つまり人文
主義的な興味、ものごとを正確にとらえようとする科学精神、純粋な知的好奇心の表れと
見ることができるのではないだろうか。 
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５．植物 
 
カステッロのヴィラの庭園の構成要素である噴水、彫刻、洞窟について見てきたが、最
後に植物について見ることにする。 
カステッロの庭には、南側の並木道に「クワの木」、西側の庭に「果物の木、モミの木」、
北側の主要庭園の緑の迷路には「糸杉、月桂樹、ギンバイカ」、北側のアペンニヌスの池
の庭園には「中央にオレンジの木、両脇に糸杉、クワ、イチイ、月桂樹などの常緑樹」が
植えられていたことが、Vasariの記述からわかっている。緑の迷路の中央にはウェヌスの
噴水がつくられたが、そこに植えられていた木のうちギンバイカは、白色の芳香のある花
を咲かせる、ウェヌスの神木とされていた樹木である。また「緑の迷路の庭の壁沿いには、
壁龕や噴水、そしてザクロやオレンジの木が交互に配置されていた」。さらに東側の庭に
は、コジモの死後中断されていた庭の工事が、フェルディナンドがトスカーナ大公となっ
た 1587年に再開され、八角形の緑のあずまやがつくられた46。これはGiusto Utensの絵に
も描かれている。そしてtree chamber、すなわち大きなトキワガシの木の枝に部屋が設け
られ、その上にツタに隠れるように銅管をはわせ、部屋のベンチにすわって休んでいる人々
に突然細かな水しぶきがかかるような水のしかけまであった47。 
ここで前に言及したボッティチェルリの 2 点の絵画『春』と『ウェヌスの誕生』の背景
に目を向けてみる。『春』の背景の樹木を詳しく見ると、ウェヌスの後にはギンバイカが
茂り、ゼフュロスの勢いで月桂樹の木がしなっている。これ以外はほとんどすべて白色の
花を咲かせ、橙色の実をたわわにならせたオレンジの木である。一方『ウェヌスの誕生』
の方は、背景の左半分は空であり、右半分にはオレンジの木が三本描かれている。 
ボッティチェルリの絵画の中では、ギンバイカ、月桂樹、オレンジは、ウェヌスおよび
メディチ家に関連する象徴的な意味を付与されている。ギンバイカはウェヌスの神木であ
り、月桂樹は名前の類似性から（laurel, Laurentius, Lorenzo）Lorenzo Il Magnificoのシ
ンボルマークとなっている48。またオレンジはやはりその学名との類似性から（オレンジ
のラテン名citrus medicaとMedici家の名前）、メディチ家の紋章に用いられている49。こ
の三種類の樹木は、カステッロの庭でも重要なものである。すでに言及したように北側の
主要庭園のウェヌスの噴水の周囲にはギンバイカと月桂樹が植えられ、北側のもう一つの
庭園にはオレンジの木が規則正しく植えられている。それではこれらの樹木は、カステッ
ロの庭でも、ボッティチェルリの絵画の場合と同様の象徴的な意味をあらかじめ与えられ
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ていたのであろうか。 
 
図 14 ボッティチェルリ 『春』 
カステッロの庭には、この三種の樹木以外にもクワ、イチイ、糸杉、カシなどの木が植
え
カステッロの庭の樹木についてはいくつかの種類が記録されているが、それ
で
られている。クワはポッジオ＝ア＝カイアノでも水路脇に植えられていたが、それは養
蚕のためのものだった。カステッロでも南側の水路脇やアペンニヌスの庭園にクワが植え
られているが、観賞用というよりは実用的なものだったと思われる。またイチイは古代か
ら植えられている常緑樹で、トピアリーに適している木として、その後イギリス庭園でさ
かんに用いられるようになった木である50。糸杉はトスカーナ地方の風景になじみのある
木で、フィエーゾレの庭にもモミの木とともに植えられている51。さらにオレンジは、フ
ィエーゾレの庭に、わざわざナポリから取り寄せて植えられており52、バラとともにメデ
ィチ家の庭の重要な植物コレクションの一つである。オレンジはメディチ家にとって象徴
的な意味をもつ樹木で、紋章にもその果実の図像が用いられているのだが、カステッロの
庭にオレンジの木が植えられている理由はただそれだけではない。オレンジはフランス人
にとっても憧れの果実で、シャルルVIII世はイタリア遠征の際にオレンジを持ち帰り、ア
ンボワーズの城にオレンジ園をつくったと伝えられる53。オレンジはこのように南国の楽
園の果実であり、豊穣のシンボルであり、ルネサンス時代の王侯貴族が庭に植えるために
探し求めた憧れの貴重な植物だったからでもあると思われる。絵画の中では象徴的な意味
を与えられていた樹木も、実際の庭に植えられるとなると、より多様な解釈が求められる
のである。 
このように
は花についてはどうであろうか。 
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フィエーゾレの庭でGiovanni di Cosimoがバラを栽培していたことは知られているが、
カステッロの庭の花については文献にほとんど見当たらない。北側の主要庭園およびアペ
ンニヌスの池の庭園、および西側のgiardino segreto では、常緑樹の緑と、大理石の白や
石の灰色が支配的である。ギンバイカやオレンジの花も白色である。そこに果実が実る季
節にはオレンジの橙色がわずかに鮮やかさをもたらす。モンテーニュは、最初にカステッ
ロを訪れたのが 11月の秋から冬にかけての季節だったので、翌年の 6月に立ち寄るとき、
庭が花に満ち溢れてどんなに美しくなっているだろうと期待して行ったが、それほどでは
なかったことに失望している54。一方東側の草原には木が植えてあり、大きなカシのtree 
chamberや、木の枝でつくったメディチ公の紋章があった。そこに庭の装飾として植えた
花があったかどうかはわからないが、自生している野の花はたくさんあったと考えられる。
このことは樹木の場合に参考にしたボッティチェルリの『春』の背景に描かれている草花
から推測できる。『春』は 1982 年に大規模な修復が終り、画面の色が鮮やかによみがえ
った。その結果描かれている細かな草花の一つ一つが特定できるようになり、季節による
その咲き方まで識別できるようになった。人物たちの足もとにはヒナギク、スミレ、キン
ポウゲ、ヤグルマギク、タンポポなど身近な野の花が描かれている。季節は 3 月初めから
4月末頃までの時期を示している55。これは当初『春』が 1478年 5月の予定だったGiuliano 
de’ Mediciの息子の誕生のお祝いの絵として構想されたものだったというLevi d’Anconaの
説に合致する56。『春』の地面に描かれている花の咲いている植物 190 種のうち、138 種
はかなり的確に判別されるが、その 9 割がフィレンツェ周辺の野や林に自生し、その半数
はカステッロの庭園で今日でも見られることがわかった57。草花の識別を行ったGuido 
Moggi は「ボッティチェルリは今日われわれが自然の中に見るような本当に生き生きした
花でいっぱいの野原を描こうとしたにちがいない」と報告している。『春』についてはさ
まざまな解釈が可能であろうが、他方自然を前にしたそのような原初の素朴な態度がなく
なってしまったわけではない。『春』から読み取られるのは、一つには身近な草花を愛す
る心や、それを正確にとらえようとする科学精神といっていいのではないだろうか。カス
テッロの庭園に咲く草花は、メディチ家の時代も今日もそれほど変わってはいないであろ
う。これらの草花は、庭の象徴的な意味や政治的プロパガンダを超越して、毎年春になる
と野原を可憐に彩る。それらは身近な自然に触れる純粋に個人的な愉しみをわれわれに与
えてくれるものである。 
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６．最後に 
 
のようにカステッロの庭園の噴水、彫刻、洞窟、植物について見た上で、研究者によ
る
（１） カステッロの庭園は、メディチ家の賞揚を主題とする綿密な象徴的プログラムに基
（２） の背後に政治的プロパガンダが想定されることは否めないとし
 
ッジオ＝ア＝カイアノのヴィラでは、館が所有主のステータスの誇示を意識して設計
さ
全に他人に見られるこ
と
こ
解釈を検証してきた。考察の結果は次のようにまとめることができる。 
 
づいて設計された。このような例はヨーロッパ庭園史上はじめてである。庭は政治
的プロパガンダの媒体となり、後にフランス庭園に大きな影響を与える造園の伝統
の礎を築いた。 
カステッロの庭園
ても、それだけではもはや動物の洞窟に見られる動物、鳥、魚、貝、甲殻類の種類
の多さやリアリスティックな表現は説明しきれない。また庭園の中の植物は象徴的
な解釈にはおさまりきらない。したがってカステッロの庭園の背後に、人文主義的
な好奇心、科学的な探究心、純粋な知識欲、身近な自然を愛する心を想定せずには
いられない。 
ポ
れたが、カステッロでは庭園が所有主の賞揚を表現するように設計されている。庭園は
もはや個人的なリラクセーションのためだけのスペースではなくなってしまったといえる。
モンテーニュの『旅日記』には、カステッロに大勢の見学者が訪れていることが記されて
いるが、カステッロが所有主とその家族や知人だけでなく、イタリア以外の地からも訪れ
る多くの人々に見られる庭園であったことが理解されるだろう。 
しかしながらその反面、カステッロにかぎっていえば、庭園は完
だけを意識した、社会的なステータスの誇示のみの空間ではない。当時のすぐれた芸術
家を起用してつくらせた彫刻で庭を飾ることで、文化振興の場ともなる。また古代神話に
着想を得た彫刻を噴水として使うことで、古典古代の教養を愉しむ場にもなる。さらに知
られているかぎりの動物をリアリスティックに描き、一見脇役のように魚、貝、甲殻類、
鳥を浮き彫りとして添えることで、動物図鑑のようなものをつくることにもなる。アレゴ
リーや象徴的な意味による解釈も一方では成り立つにちがいないが、他方身近な自然に親
しみ、個人的にリラックスして愉しむという庭の最も素朴な愉しみ方がなくなってしまっ
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たわけではない。われわれがカステッロの庭園から読み取ることができるのは、政治的な
メッセージやメディチ家の賞揚と誇示ばかりではない。もっとわれわれひとりひとりにと
ってなじみのあることがら、つまり知的好奇心、合理的探究心、純粋な知識欲、自然を愛
する心といったものではないだろうか。ここでわれわれは個人的な愉しみのための庭園、
という庭園の最も基本的な定義に立ち戻ることになるわけである。 
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